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第
１２
回
 

き
ら
り
川
口
ジ
ュ
ニ
ア
議
会
 

８
月
24
日
、
き
ら
り
川
口
ジ
ュ
ニ
ア
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
議
会
の
体
験
を
と

お
し
て
市
政
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
市
民
と
し
て

の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
始
ま
っ

た
事
業
で
す
。
今
回
は
、
各
中
学
校
か
ら
２
人
と

市
立
高
等
学
校
か
ら
１
人
の
全
51
人
の
議
員
が
選

出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
市
政
に
対
し

て
の
質
問
や
提
言
を
し
ま
し
た
。
 

議　員　提　出　議　案 
川口に住んで良かったといえる街づくりの決議 

　私たちの学校では、｢あいさつ運動｣が盛んに行われています。 
　あいさつをするとみんなが笑顔になり、元気で明るく学校生活を送る
ことができます。 
　このことが地域にも広がり、川口市全体があいさつの絶えない明る
い街になればよいと考えています。 
　現在、川口市の人口は５１万人を超えています。そして、首都東京と
いう大きな都市に隣接して発展をし続けている今も、昔ながらの鋳物
や植木という伝統産業を大切にしながら新しい施策を進め、“活力あ
るまちづくり・人づくり”に努力していることを知りました。 
　子どもからお年寄り、在住の外国の方までみんなが活力にあふれ、
笑顔で明るく、暮らしやすい川口市にするためには、互いを理解し合い、
協力することが大切です。 
　例えば、少しでも川口という街を知ろうとすること、地域の活動に積
極的に参加することなどによって、一人一人の小さな行動はやがて大
きく広がり、活力や笑顔のあふれる明るい街をつくることができます。 
　私たち一人一人何が出来るのかを考え、川口市民としての誇りを持
って、これからも生活していきたいと強く願っています。 
　このジュニア議会を通して、私たちの暮らす川口について真剣に考
えることができました。これからの川口の未来を創りあげていくのは、こ
こにいる私たちです。 
　“活力あるまちづくり・人づくり”に向けて、誰もが笑顔の絶えない
元気な川口市にすることを目指し、住んで良かったといえる街・川口を
つくることをここに決議いたします。 
｠ 
　平成２２年８月２４日 
｠　　　　　　　　　　　　　　　　　　きらり川口ジュニア議会 
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市
民
が
も
っ
と
気
軽
に
歴
史

に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
今
後

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
く
か

に
つ
い
て
 

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
・
川
口

の
良
さ
を
多
く
の
か
た
が
た

に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
「
我
が

ま
ち
川
口
・
再
発
見
」
事
業
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

新
た
に
近
隣
の
か
た
が
た
に
も
私

た
ち
の
郷
土
を
知
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
「
よ
う
こ
そ
川
口
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、

バ
ス
で
の
「
市
内
文
化
財
巡
り
」

も
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
市
民
が

「
川
口
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
「
こ

れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」
と
実

感
で
き
る
よ
う
な
、
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

 

川
口
市
の
商
店
街
活
性
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
 

市
内
に
あ
る
商
店
街
で
は
、

季
節
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト

開
催
や
、
街
路
灯
へ
の
装
飾
や
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
の
よ
う
な
商
店
街
が
実

施
す
る
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た

め
の
事
業
や
商
店
街
を
Ｐ
Ｒ
す
る

事
業
を
支
援
す
る
な
ど
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

 

学
校
や
塾
の
帰
り
道
の
安
全

に
つ
い
て
 

市
内
の
犯
罪
認
知
件
数
は
、

平
成
15
年
か
ら
昨
年
ま
で
の

６
年
間
連
続
で
減
少
し
て
ま
す
が
、

最
近
、
不
審
者
が
声
を
か
け
て
き

た
り
す
る
な
ど
の
事
案
が
増
加
傾

向
に
あ
る
状
況
で
す
。
そ
の
犯
罪

防
止
の
た
め
、
学
校
、
町
会
な
ど

に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を

実
施
し
、
ま
た
、
小
学
校
、
町
会

な
ど
で
の
防
犯
教
室
や
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
も
、
学
校
や
警
察
な
ど
と

連
携
し
、
自
身
の
防
犯
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
防
犯
活
動
の
さ
ら
な

る
充
実
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
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長
　
県
陽
高
等
学
校
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玲
奈
　
議
員
 

　
き
ら
り
川
口
ジ
ュ
ニ
ア
議
会
で
、

議
長
と
し
て
全
体
を
俯
瞰
で
き
、

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
具
体
的
に
市
の
課
題
一
つ
一
つ

の
解
決
の
た
め
の
仕
組
み
、
市
政

の
様
子
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
社
会
意
識

が
、
川
口
市
全
体
の
将
来
を
つ
く

っ
て
い
く
の
だ
と
実
感
で
き
ま
し

た
。
よ
り
よ
い
街
づ
く
り
を
す
る

た
め
に
、
私
た
ち
若
者
が
、
ジ
ュ

ニ
ア
議
会
を
体
験
す
る
意
義
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
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